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建築BIMに関する取組状況について
建築BIM推進会議等の状況

日建設計 BIMマネジメント部 2024
吉田 哲
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経歴 一級建築士

1990年 日建設計入社

2024年 設計監理部門 テックデザイングループ

BIMマネジメント部 部長

設計情報室 （CG・CAD（３D）、CGAソフト構築、コンペ支援）
プレゼンテーション室 （コンペ・プロポーザル支援）
設計部 （医療施設・研究施設）
監理部 （医療施設）
設計室 （医療施設・研究施設）
経営企画室 （制度企画・設計）
情報企画室 （制度企画・設計）
プレゼンテーション部 （プロジェクトマネジメント）
--------NS-BIM元年-----------
3Dセンター部 （BIM推進マネジメント）
3Dセンター室・DDL室 （デジタルデザイン推進）
3Dセンター室・DDL室・CGスタジオ （デジタルデザイン推進）
3Dセンター室・DDL室・CGスタジオ・IoT推進室 （デジタルトランスフォーメーション）
3Dセンター室・CGスタジオ・IoT推進室 （デジタルトランスフォーメーション）
BIMマネジメント室（3Dセンター室から名称変更）
BIMマネジメント部（室から部に名称変更）
建築BIM推進会議 戦略WG、審査TF、標準化TF、BLCJ、JIA,日本設計事務所協会連合会

1990
1993
1997
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2000
2007
2010
2011
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2022
2024

吉 田 哲
Yoshida       Tetsu
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1990年日建設計に入社。
建築ＣＧソフトの開発と、
コンペ・プロポーザルのプレゼンテー
ションを担当。
その後、設計部で主に医療分野の設計に
携わる。
関係者の多い医療系の設計でのマネジメ
ント経験を活かし、2007年に経営企画
室次長となり、経営に参画した。
設計の実務とＩＣＴシステムの知識を活
かすべく、2009年に情報企画室次長を
歴任。2011年にプレゼンテーション部
部長、2015年に３Ｄセンター部長とな
る。2016年にはDigital Design lab.室長
も兼務。
コンピュータを用いた3次元設計を入社以
来30年以上に亘って推進し、日建設計だ
けでなく日本のBIMの仕掛けやシステム
の構築なども手掛ける。
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建築BIM推進会議
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建 築 B I M 推 進 会 議
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建築BIM推進会議令和5年度
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建築B IM推進会議

6
/29



Copyright © 2024

建築B IM推進会議

7
/29



Copyright © 2024

建築B IM推進会議

8
/29



Copyright © 2024

建築BIM推進会議令和5年度
建築BIM推進会議

9
/29



Copyright © 2024

建築BIM推進会議令和5年度
建築BIM推進会議

10
/29



Copyright © 2024

建築BIM推進会議令和5年度
建築BIM推進会議

11
/29



Copyright © 2024

建築BIM推進会議令和5年度
建築BIM推進会議

12
/29



Copyright © 2024

建築BIM推進会議令和5年度
建築BIM推進会議

13
/29



Copyright © 2024

建築BIM推進会議令和5年度
建築BIM推進会議
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建築データの活用
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情報同士の間にあるもの

BIM情報、ライブラリ、仕様書、積算・発注・・・・・・・

さまざまなものがデジタル化されているが、デジタル化には３つのフェーズが
ある。

１）デジタイズ
手描きからCADやWORDなど清書的

２）デジタライズ
BIMやExcelなど道具内や道具間で判断やフローを定義できる

３）デジタルトランスフォーメーション
従来のワークフローが、情報の流れによって再構成される
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BIMのワークフロー（国交省ガイドライン）

S0：事業計画の検討・立案

S1：条件整理のための建築計画の検討・立
案

S2：基本的な機能・性能の設定

S3：機能・性能に基づいた一般図の確定

S4：工事を的確に行うことが可能な設計図
書

の作成

S5：設計意図伝達・工事監理、施工・本体
工事の引渡し、本体工事の維持管理・
運用BIM作成

S6:本体工事の維持管理・運用BIM引渡し、
別途工事などの維持管理・運用BIM
データの整備・引渡し

S7：維持管理・運用
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各フェーズでのBIM相関
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建物のデジタルツイン?

BIMや デ ー タ ベ ー ス に な る と 今 ま で の 図面 情 報 よ り も は る か に 詳 細
で 密 度 の 高 い 情 報 を 可 視 化 し て 扱 え る 。（ ユ ー ザ ー に も 判 り 易 い ）

ただ、デジタル世界ではできることが、現実でできることを超える。

1/100の図面に書かれた0.2㎜幅の線は、現実には20㎜の厚みをもつ。

図面にスケールを当てて情報伝達していた時は、
100㎜の設計壁厚が、
実際には接着剤の厚みや壁にボードを貼る場合の
クリアランスなどが加わり必ずしも100㎜で
引き渡されていないし、現実には完全に100㎜の壁を作るのは不可能。
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伝えないといけないもの

BIMのデータにはさまざまなデータがありますが、データ
をみればすぐわかるものではありません。

何が優先で、

どこの寸法で、何が拾えて

どれが決まっているのか、

何が検討事項なのか
これを関係者間で共有することが重要です。
そのため、BIMデータと一緒に上記を説明したものが
必要になります。

設計図は呼び寸法のことが多い。

施工誤差や加工誤差などを加味して
ある程度切りのいい数字に丸めています。

■BIMに入っていれば伝わるわけではない

実験室 廊下

６６

3,250

7,000

1,350

詳細図一般図

150

？

8+8+75+25+25≒141

3,250 1,350
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標準仕様書、特記仕様書、
仕上表、建具表など
BIMモデルではなく、テキストで情報を
指定しているものも多い。
更に大臣認定、JISやJASなどの認定で仕
様や性能が定義されているものも多い。
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BIMの属性

BIMにすべての情報を入れるのが良いというわけではありません。
設計の各フェーズに応じた確度の高い情報や次のフェーズで必要な情報を事前に決めて入力する必要があります。

■フェーズ毎にBIMに入れる情報

企画段階 基本計画 基本設計 実施設計

配置情報（仮敷地外形）
建物ボリューム
面積概略（室用途概略）
階数
建物高さ

通り芯
各階高さレベル
原点決定
建物外形（外壁イメージ）
空間要素（部屋など）

壁（性能設定）
床（性能設定）
柱（性能設定）
天井（性能設定）
建具（性能設定）
機械室、設備シャフト概略設定
階段、EVコア概略設定

各フェーズで新たに
入力する主なデータ

壁（仕様設定）
床（仕様設定）
柱（仕様設定）
天井（位置・有無）
建具（仕様設定）
機械室、シャフト確定
階段・EV確定（コア決定）

設計フェーズ

（参考）設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会（第1版）

ボリューム＋床面積 空間要素（フロア） 空間要素（室）＋員数 員数(複合部材、部材)コスト概算
平米単価 平米単価 平米単価＋市場単価 市場単価＋見積書

属性のIDで管理するもの

コードで管理するもの

建物のグレード 空間のグレード 空間・仕様・性能の
グレード

部位部材・仕様・性能
のグレード
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BIMの属性

BIMの数量は従来の数量拾いにある歩留まりとかロットという概念はなく、データのまま算出される。
設計の各フェーズに応じた掛け率のガイドラインの必要性（概算を関係者間で共有できる）
情報や次のフェーズで必要な情報を事前に決めて入力する必要があります。

■BIMの数量 （参考）設計BIMワークフローガイドライン 建築設計三会（第1版）

グレード

仕様書等テキスト属性で表現さ
れていることが多い。
具体に製品系列でのグレード確定
には至らない。
コストや性能規定上必要な情報

BIMデータから出せる
もの

数量

部位部材単位で算出は
可能だが、設計図では
きめ細かく入力してい
ない。
一方で、モデルに入っ
ている実数量

コスト

拾いの積算基準（図面
ベース）

設計事務所や積算事務所
のノウハウ

掛け率など
要経験パラメータ

炭素・CO2

?

省エネ

?

単価・原単位

コスト

単価資料等

設計事務所や積算事務所
のノウハウ

炭素・CO2

メーカー算出

省エネ

省エネ基準
熱還流率などの性能等

✕ ✕ 概算概算

概炭概炭

＝

＝

＝ 省エネ
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BIMを効果的に使う

共有環境CDEが重要
意匠・構造・設備・監理・各分野専門家
発注者・設計者・審査者
発注者・設計者・施工者・サブコン等
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センシング・モニタリング
維持管理・運用情報の取得

オーナーとのBIMデータの活用のために ISO19650

設計BIMモデル

施工BIMモデル

企画 FM・運用業務

必要なデータ
を入力する

必要なデータ
を入力する BIM活用で

経営のValueUPBIMに求める
情報を整理

・ゴールはオーナーに使えるBIMデータを届けること
・企画段階（もしくは企画以前）で建物事業に必要な入力情報EIR

の整理が必要
・整理したものをBEPに反映する。
注）用語 EIR(Employee Information Requirement):発注者情報要件

BEP(BIM Execution Plan):BIM実行計画書

1

維持管理BIMモデル

ICT/IoT

BIM実行計画書
BEP発注情報要件

EIR 発注者が必要な情報

設計BIM(確認申請)モデル

契約で入力する
情報を合意

新築事業
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BIMの教育・啓蒙

・チーム全員にBIMに関する基礎知識をもたせること
デザインアーキテクトやプロジェクトマネジャー:BIMの特性を知る。

（チーフ）アーキテクト:BIMの特性、BIMデータの閲覧、入力の仕掛けを知る。
スタッフ:BIMモデルを仕様や属性を含めて入力・指示できる。

・BIMツールやスキルそのものは非競争領域
（高品質なデザインをすることが競争領域）

設計者（事務所）間で勉強会やツールの意見交換会などを行う。
ネット等の教育動画などの活用。
ライブラリの充実。

・BIM属性の標準化の整備が急務
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運用・維持管理
S7

大規模修繕・設備改修、
OPEX/CAPEX等

清掃・警備・修繕（日常）等

オーナー・ビル事業者

管理会社

機能更新・更新改修向け業務

オーナー・ビル事業者

機能更新・更新改修等

テナント・入居者・ユーザー

日常業務
ドキュメントと竣工図

面、帳票

中⾧期業務
中⾧期保全計画書

帳票・伝票等

ニーズに比して個別対
応のため潜在的なニー
ズに応えられていない

建物機能の更新は解
体・建替として実現さ
れ高コスト構造のまま

現状

維持管理モデル

共有部と専有部の概略
モデル

例、汎用FMシステム
やさしいBIM等

スケルトン

QOLモデル

専有部の更新がしやす
い部屋の内法などがそ
れなりの精度で活用で

きるモデル
竣工時点群などの活用

も視野に入れる

インフィル

大規模修繕などでBIM
モデルの更新

頻度が少なくBIMの恩
恵が多くない

個社の業務改善主体

⾧く住む（利用する）ために、
ニーズに合わせて更新改修対

応モデル

関係者により緊密な連携可能
（改修パッケージ化すること
により改修品質の担保が可能
で建物価値の向上に繋がる）

更新頻度を上げる⾧寿命
建築での新マーケット

モデルの種類 ビジネスモデル 経済的
効果
小

大

こ
れ

ま
で

の
議

論
ス

ト
ッ

ク
効

果
を

最
大

化
す

る
の

に
必

要
な

議
論

これまでは維持管理・運用段階を建物管理を主として議論されてきましたが、建物が経済活動を支え
るものであるという観点に立つと、建物のユーザーに対して⾧く住む（利用する）ため、ストック効
果を最大化する手法の一つとして、建物のQOLを向上させる更新頻度を上げそれに伴う改修BIMパッ
ケージ化などの検討が必要と考えます。

重ね合わせで
建物を構成

不動産鑑定・性能価値評価
図面やランニングコス
トの伝票、評価書など
多数の情報を調査・紐
解いてバリューを算出

資産価値や性能を担保
しリサイクルを効果的
に高める新マーケット
改修特認法制度の必要性

オーナー、損保・保険・鑑定等
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建 物 運 用 時 に 様 々 な デ ー タ を 取 得 し 、 形 状 や 位 置 情 報 な ど と 紐 づ け る も の と し て B I M デ ー タ を

使 っ て い く こ と は 、 デ ー タ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム や ビ ュ ー ワ ー な ど が 整 備 さ れ て く る と ま す ま す 重

要 に な り ま す 。

デジタルトランスフォーメーション(DX)に向けて

BIM連携

建物運用でのBIMの活用へ
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